
JP 2019-28231 A 2019.2.21

10

(57)【要約】
【課題】多様な表示を行うことができる表示装置を提供
する。
【解決手段】表示装置１は、画像を表示面２０１に表示
する画像表示部２００と、画像表示部２００の前方に位
置する垂直配向型の液晶パネル１００と、を備える。透
明電極１２Ｆ，１２Ｒは、表示面２０１と対向する対向
領域Ａ１に位置する第１電極部１２１と、対向しない非
対向領域Ａ２に位置する第２電極部１２２と、を有する
。液晶パネル１００の対向領域Ａ１の少なくとも一部は
、第１電極部１２１への電圧の印加に応じて透過状態と
なり、表示面２０１に表示された画像を透かして視認さ
せ、液晶パネル１００は、非対向領域Ａ２において表示
要素を表示する。液晶パネル１００の透過状態となる部
分は、特定方向に出射する光の透過率を、特定方向とは
異なる方向に出射する光の透過率よりも低下させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示面に表示する画像表示部と、前記画像表示部の前方に位置する垂直配向型の
液晶パネルと、を備える表示装置であって、
　前記液晶パネルは、
　液晶層と、前記液晶層に電圧を印加するための透明電極とを含む液晶素子と、
　前記液晶素子の前方に位置する第１偏光板と、
　前記液晶素子と前記画像表示部との間に位置する第２偏光板と、を備え、
　前記透明電極は、
　前記表示面の法線方向において前記表示面と対向する対向領域に位置する第１電極部と
、
　前記法線方向において前記表示面とは対向しない非対向領域に位置する第２電極部と、
を有し、
　前記液晶パネルの前記対向領域の少なくとも一部は、前記第１電極部への電圧の印加に
応じて透過状態となり、前記表示面に表示された画像を透かして視認させ、
　前記液晶パネルは、前記非対向領域において、前記第２電極部への電圧の印加に応じて
表示要素を表示し、
　前記液晶パネルの前記透過状態となる部分は、特定方向に出射する光の透過率を、前記
特定方向とは異なる方向に出射する光の透過率よりも低下させる、
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記画像表示部の表示制御と、前記液晶パネルの駆動制御とを行う制御部を備え、
　前記制御部は、前記画像表示部に画像を表示する際に、前記第１電極部に電圧を印加す
ることで前記液晶パネルの前記対向領域の少なくとも一部を透過状態とする、
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記液晶パネルは、パッシブ駆動方式で駆動され、前記表示要素を透過表示するネガ表
示型である、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記画像表示部は、画像を透過表示する液晶表示パネルであり、
　当該液晶表示パネルの最良視角方向は、前記特定方向と異なる、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記液晶表示パネルは、一対の偏光板を備え、
　前記一対の偏光板のうち前記液晶パネルに近い偏光板の偏光軸と、前記第２偏光板の偏
光軸とは略平行である、
　ことを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　車両に搭載され、
　前記特定方向は、前記画像表示部に対し、前記車両の右サイドウインドウと左サイドウ
インドウとのいずれかが位置する方向である、
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルを備える表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置として、画像を表示する画像表示部の前方に、視野角を制御するための液晶パ
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ネルを配置したものが、例えば、特許文献１及び２に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３４５７９９号公報
【特許文献２】特開２００７－１４８２７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１及び２に係る構成では、単に液晶パネルを視野角制御のために用いているに
すぎないため、表示の多様性に乏しい。
【０００５】
　本発明は、上記実状に鑑みてなされたものであり、多様な表示を行うことができる表示
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る表示装置は、
　画像を表示面に表示する画像表示部と、前記画像表示部の前方に位置する垂直配向型の
液晶パネルと、を備える表示装置であって、
　前記液晶パネルは、
　液晶層と、前記液晶層に電圧を印加するための透明電極とを含む液晶素子と、
　前記液晶素子の前方に位置する第１偏光板と、
　前記液晶素子と前記画像表示部との間に位置する第２偏光板と、を備え、
　前記透明電極は、
　前記表示面の法線方向において前記表示面と対向する対向領域に位置する第１電極部と
、
　前記法線方向において前記表示面とは対向しない非対向領域に位置する第２電極部と、
を有し、
　前記液晶パネルの前記対向領域の少なくとも一部は、前記第１電極部への電圧の印加に
応じて透過状態となり、前記表示面に表示された画像を透かして視認させ、
　前記液晶パネルは、前記非対向領域において、前記第２電極部への電圧の印加に応じて
表示要素を表示し、
　前記液晶パネルの前記透過状態となる部分は、特定方向に出射する光の透過率を、前記
特定方向とは異なる方向に出射する光の透過率よりも低下させる、
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、多様な表示を行うことができる表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】（ａ）は、本発明の一実施形態に係る表示装置の配置例を示す図であり、（ｂ）
は、表示装置の概略平面図である。
【図２】図１（ｂ）に示すＡ－Ａ線に沿う表示装置の要部概略断面図と、制御系統とを示
す図である。
【図３】垂直配向型の液晶セルにおけるプレチルトなどを説明するための図である。
【図４】（ａ）は、液晶パネルの各光軸の関係を示し、（ｂ）は、画像表示部を構成する
液晶表示パネルの各光軸の関係を示す図である。
【図５】視角方向を説明するための図である。
【図６】液晶パネルのオン透過率を示す円形チャートである。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
　本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。
【００１０】
　本実施形態に係る表示装置１は、図１（ａ）に示すように、右側に運転席を有する車両
２内の運転席前方に搭載され、車両２に関する情報（以下、車両情報）をユーザに表示す
る。表示装置１は、ステアリング３とフロントウインドウ４との間であって、左サイドウ
インドウ５よりも右サイドウインドウ６側に偏った位置に配置されている。なお、車両情
報は、車両２自体の情報だけでなく、車両２の外部の情報も含む。
【００１１】
　表示装置１は、図１（ｂ）に示すように矩形状の外形をなし、図２に示すように、液晶
パネル１００と、画像表示部２００と、制御部３００と、を備える。
【００１２】
　なお、図２及び図３では見易さを考慮して断面を示すハッチングを適宜省略した。また
、以下では、構成の理解を容易にするために、所定部材よりも画像の視認者（ユーザ）側
を表側、その反対側を裏側として、表示装置１の構成を適宜説明する。また、表示装置１
の視認者から見ての上下方向に沿う軸をＹ軸、左右方向に沿う軸をＸ軸とし、各軸を示す
矢印が向く方向を「＋」方向とし、その反対方向を「－」方向とする。
【００１３】
（液晶パネル１００）
　液晶パネル１００は、図２に示すように、画像表示部２００の表側（前方）に位置し、
画像表示部２００の表示面２０１の法線方向Ｎから見て、画像表示部２００を覆う。
　液晶パネル１００は、液晶セル１０と、第１偏光板２０と、第２偏光板３０と、を備え
る。
【００１４】
　液晶セル１０は、垂直配向型（ＶＡ（Vertical Alignment）型）の液晶セルであり、一
対の基板１１Ｆ，１１Ｒと、透明電極１２Ｆ，１２Ｒと、配向膜１３Ｆ，１３Ｒと、液晶
層１４と、を備える。
【００１５】
　基板１１Ｆ，１１Ｒは、各々、例えば、ガラス、プラスチック等から透明に形成されて
いる。基板１１Ｆと基板１１Ｒとは、液晶層１４を挟んで対向して配置されている。基板
１１Ｆは液晶層１４の表側に位置し、基板１１Ｒは液晶層１４の裏側に位置する。
【００１６】
　透明電極１２Ｆ，１２Ｒは、酸化インジウムを主成分とするＩＴＯ（Indium Tin Oxide
）膜等から構成され、光を透過する。透明電極１２Ｆは基板１１Ｆの裏側の面上に形成さ
れ、透明電極１２Ｒは基板１１Ｒの表側の面上に形成されている。透明電極１２Ｆと透明
電極１２Ｒとの一方は走査電極として構成され、他方は信号電極として構成されている。
【００１７】
　透明電極１２Ｆ，１２Ｒは、図２に示すように、法線方向Ｎにおいて画像表示部２００
の表示面２０１と対向する対向領域Ａ１に位置する第１電極部１２１と、法線方向Ｎにお
いて表示面２０１とは対向しない非対向領域Ａ２に位置する第２電極部１２２と、を有す
る。
　具体的には、第１電極部１２１は、対向領域Ａ１における透明電極１２Ｆ及び透明電極
１２Ｒから構成される。また、第２電極部１２２は、非対向領域Ａ２における透明電極１
２Ｆ及び透明電極１２Ｒから構成される。
【００１８】
　第１電極部１２１は、法線方向Ｎから見て、表示面２０１のうち画像が表示される領域
に合わせて矩形状に形成されている。つまり、対向領域Ａ１における透明電極１２Ｆ及び
透明電極１２Ｒは、矩形のベタ状に形成されている。このように形成された第１電極部１
２１への電圧の印加に応じて、液晶パネル１００のうち第１電極部１２１が形成された部
分（以下、制御窓Ｗと呼ぶ）は透過状態と不透過状態とに切り替わる。そして、液晶パネ
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ル１００のうち、第１電極部１２１への電圧の印加に応じて透過状態となった制御窓Ｗに
より、画像表示部２００の表示面２０１に表示された画像は、表側から透かして視認可能
となる。
【００１９】
　第２電極部１２２は、電圧が印加された際に、法線方向Ｎから見て任意の形状のセグメ
ントＳ（表示要素の一例）を透過表示することが可能にパターニングされている。表示状
態のセグメントＳは、例えば、記号（文字、数字を含む）、図形、又はこれらの組み合わ
せを表すことが可能となっている。
【００２０】
　第１電極部１２１及び第２電極部１２２の各々には、制御部３００の制御により、パッ
シブ駆動方式で電圧が印加される。
【００２１】
　配向膜１３Ｆ，１３Ｒは、それぞれ、液晶層１４に接し、例えばポリイミドから、公知
の方法（例えば、フレクソ印刷）によって形成される。配向膜１３Ｆは、透明電極１２Ｆ
を液晶層１４側から覆って基板１１Ｆに形成されている。配向膜１３Ｒは、透明電極１２
Ｒを液晶層１４側から覆って基板１１Ｒに形成されている。
　配向膜１３Ｆ，１３Ｒは、それぞれ、液晶層１４に透明電極１２Ｆ，１２Ｒから電圧が
印加されていないとき（電圧無印加時）の液晶分子１４Ａ（図３参照）の配向方向（液晶
分子１４Ａの長軸ＭＡの向く方向）を、基板１１Ｆ，１１Ｒの主面（液晶層１４側に向く
面）と略垂直に規定する垂直配向膜であり、液晶分子１４Ａを１つの方位に揃うように配
向させる（いわゆるモノドメイン配向）。配向膜１３Ｆ，１３Ｒによって、液晶分子１４
Ａにはプレチルトが付与される。プレチルトとは、オン電圧印加時に液晶分子１４Ａの倒
れる方向（後述する液晶ダイレクタ方向Ｄ）を規定するため、液晶分子１４Ａを垂直方向
から若干倒すことをいう。ここで、図３に示すように、基板１１Ｆの主面と電圧無印加時
における液晶分子１４Ａの長軸ＭＡとのなす角であって鋭角のものをプレチルト角θｐと
すれば、プレチルトを付与するにつれ、プレチルト角は、９０°から減少するという関係
になる。プレチルト角は、略９０°（丁度９０°は含まず）であり、例えば、８８°～８
９．５°の範囲で設定されている。
【００２２】
　配向膜１３Ｆには、第１の方向にラビング処理が施されている。一方、配向膜１３Ｒに
は、前記第１の方向とは反対の第２の方向にラビング処理が施されている。このようにラ
ビング処理が施された配向膜１３Ｆと配向膜１３Ｒとによって、液晶分子１４Ａの配向方
向が規定されている。なお、前記第２の方向は、後述の液晶ダイレクタ方向Ｄと同じ方向
となる。また、光配向処理、突起配向処理等の公知の処理によって液晶分子１４Ａの配向
方向を規定してもよい。
【００２３】
　略垂直配向状態の液晶層１４にオン電圧を印加すると、オン電圧が印加された領域にお
ける液晶分子１４Ａは、法線方向Ｎから模式的に示した液晶分子１４Ａの長軸ＭＡの向く
方向に倒れる。ここで、法線方向Ｎから見て、液晶分子１４Ａのプレチルト角θｐが減少
する方向を液晶ダイレクタ方向Ｄと呼ぶことにする。この液晶ダイレクタ方向Ｄは、オン
電圧印加時における液晶分子１４Ａの平均的傾斜方向（長軸ＭＡの向く方向）を示す。
【００２４】
　ここで、図４（ａ）に示すように、＋Ｘ軸方向を０°とし、反時計回りに角度が増える
ものとすれば、本実施形態では、液晶ダイレクタ方向Ｄは０°の方向に設定されている。
液晶パネル１００は、後述のように誘電率異方性Δεが負であるため、液晶ダイレクタ方
向Ｄと反対の方向である視角方向から液晶パネル１００を斜めに見た場合が、透明電極１
２Ｆ，１２Ｒにオン電圧を印加時の透過率（以下、オン透過率と呼ぶ）やコントラストが
優れる最良視角方向となる。一方、液晶ダイレクタ方向Ｄから液晶パネル１００を斜めに
見た場合には、オン透過率やコントラストが劣る視認方向となる。
【００２５】
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　ここで、視角方向とは、図５に示すように、液晶パネル１００に対する視認者の視線Ｇ
のベクトル方向であり、視線Ｇの法線方向Ｎに対しての傾き角θと、方位角φとによって
表すことができる。方位角φは、Ｘ軸と、視線ＧのＸ－Ｙ平面への正射影とのなす角であ
る。
【００２６】
　図６は、傾き角θが０°～５０°の範囲においての、液晶パネル１００のオン透過率を
円形チャートで示したものである。円形チャートの外周に沿って記された数値が方位角φ
を示しており、透過率が上限の１００％に近く表示が良好な領域を良好領域Ｔ１とし、透
過率が下限の０％に近く表示が良好でない領域を非良好領域Ｔ２としている。同図の円形
チャートから分かるように、液晶パネル１００においては、φが１８０°近傍（例えば、
φが「１３５°～１８０°」及び「１８０°～２２５°」の範囲）で良好領域Ｔ１が拡が
っている。一方で、φが０°近傍（例えば、φが「０°～４５°」及び「３１５°～０°
」の範囲）で非良好領域Ｔ２が拡がっている。
【００２７】
　つまり、液晶パネル１００は、視認者が左側から斜めに液晶パネル１００を視認した場
合にオン透過率が優れ表示品位が良好となる一方で、反対の右側から斜めに液晶パネル１
００を視認した場合には、オン透過率が良好でない。このように、液晶パネル１００にお
いて、右斜めの視角方向におけるオン透過率をあえて低く設定することで、透過状態の制
御窓Ｗを透かして表示される画像表示部２００の表示画像が、車両２の右サイドウインド
ウ６に反射することを防止できる。
【００２８】
　図２に戻って、液晶層１４は、基板１１Ｆと基板１１Ｒと、両基板を接合するシール材
（図示せず）とによって形成される空間に封入されている。液晶層１４は、誘電率異方性
Δεが負（Δε＜０）の液晶材から構成されている。また、液晶層１４は、その層厚（セ
ルギャップ）が図示しないスペーサにより一定に保たれている。液晶層１４にしきい電圧
以上のオン電圧が印加されると、略垂直に配向された液晶分子１４Ａが、液晶ダイレクタ
方向Ｄに倒れ込むように挙動する。そして、オン電圧が印加されたときは、液晶分子１４
Ａは両基板（基板１１Ｆ、基板１１Ｒ）の主面と実質的に平行となる。
【００２９】
　第１及び第２偏光板２０，３０は、一方の面側から入射した光を、吸収軸に直交する透
過軸に沿った直線偏光として他方の面側から射出する。第１偏光板２０は液晶セル１０の
表側に位置し、第２偏光板３０は液晶セル１０の裏側に位置する。第１及び第２偏光板２
０，３０は、図４（ａ）に示すように、それぞれの透過軸２１と透過軸３１とが直交する
ように配置されている（直交ニコル配置）。また、透過軸２１及び透過軸３１の各々と、
液晶ダイレクタ方向Ｄとのなす角は、４５°に設定されている。
【００３０】
　第１バックライト１１０は、非対向領域Ａ２における液晶パネル１００を裏側から照明
するものであり、制御部３００によって発光制御されるＬＥＤ（Light Emitting Diode）
や、導光体等から構成されている。
【００３１】
　液晶パネル１００の第１電極部１２１と第２電極部１２２との各々には、制御部３００
の制御により、パッシブ駆動方式によりオン電圧又はオフ電圧が印加される。
　液晶パネル１００では、液晶分子１４Ａが倒れ始めるしきい電圧よりも低い値にオフ電
圧が設定されている。そのため、液晶層１４にオフ電圧を印加しても液晶分子１４Ａは実
質的に垂直に配向したままである。この場合、液晶パネル１００に入射した光は、液晶層
１４によって偏光方向がほとんど変化されない。そのため、直交ニコルの関係で配置され
た第１及び第２偏光板２０、３０の一方を透過した光は、他方を透過できない。従って、
オフ電圧が印加された領域や透明電極１２Ｆ，１２Ｒが形成されていない背景領域は、黒
く表示される（ノーマリブラックモード）。
【００３２】
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　一方、液晶層１４にしきい電圧よりも高いオン電圧を印加すると、オン電圧が印加され
た領域の液晶分子１４Ａが液晶ダイレクタ方向Ｄ側に傾く。このとき、特に液晶層１４の
断面中間に位置する液晶分子１４Ａは、その長軸ＭＡが液晶セル１０の基板主面と実質的
に平行となるように挙動する。これにより、液晶層１４を透過する光に複屈折が起き、偏
光方向が変化する。そのため、直交ニコルの関係で配置された第１及び第２偏光板２０、
３０の一方を透過した光は、他方も透過することができる。
　従って、対向領域Ａ１においては、第１電極部１２１にオン電圧が印加されると制御窓
Ｗが透過状態となり、画像表示部２００の表示面２０１を透かして視認可能となる。また
、非対向領域Ａ２においては、第２電極部１２２にオン電圧が印加されると透過状態とな
ったセグメントＳが第１バックライト１１０により発光表示される。
【００３３】
（画像表示部２００）
　画像表示部２００は、制御部３００の制御により表示面２０１に画像を表示するもので
あり、この実施形態では、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）型の液晶表示パネルで構成さ
れている。より具体的には、アクティブマトリクス型、且つ、ポジ表示型（ノーマリホワ
イトモード）の液晶表示パネルとして構成されている。ここで、表示面２０１とは、画像
表示部２００の最も表側の面であり、本実施形態では、後述の第３偏光板５０の表側の面
に相当する。第３偏光板５０の表側に、図示しない透明層（ＡＲ（Anti Reflection）コ
ート層など）をさらに設けてもよいが、この場合は、この透明層の表側の面が表示面２０
１に相当することになる。
【００３４】
　画像表示部２００は、図２に示すように、液晶セル４０と、第３偏光板５０と、第４偏
光板６０と、を備える。
【００３５】
　液晶セル４０は、ねじれネマティック（ＴＮ（Twisted Nematic））型の液晶セルであ
り、一対の基板４１Ｆ，４１Ｒと、透明電極４２Ｆ，４２Ｒと、配向膜４３Ｆ，４３Ｒと
、液晶層４４と、を備える。
【００３６】
　基板４１Ｆの液晶層４４側には、透明電極４２Ｆと配向膜４３Ｆとが設けられている。
これら各々は、基板４１Ｆから液晶層４４に向かって、透明電極４２Ｆ、配向膜４３Ｆの
順で積層されている。基板４１Ｒの液晶層４４側には、透明電極４２Ｒと配向膜４３Ｒと
が設けられている。これら各々は、基板４１Ｒから液晶層４４に向かって、透明電極４２
Ｒ、配向膜４３Ｒの順で積層されている。
【００３７】
　透明電極４２Ｆと透明電極４２Ｒとは、ＩＴＯ膜等から形成されている。例えば、透明
電極４２Ｆは表示領域の全体を覆う透明導電膜からなる対向電極により構成され、透明電
極４２Ｒはアクティブ素子が接続された画素電極により構成される。なお、基板４１Ｆと
透明電極４２Ｆとの間には、図示しないカラーフィルタ層と、平坦化層とが設けられてい
る。カラーフィルタ層は、赤、緑、青の各色に対応する色素層と、各色素層の間に位置し
、所定の樹脂や金属等からなるブラックマトリクスと、から構成される。平坦化層は、各
色素層間の段差を平坦化するものである。なお、カラーフィルタ層及び平坦化層は、基板
４１Ｒと透明電極４２Ｒとの間に設けられていてもよい。
【００３８】
　配向膜４３Ｆ，４３Ｒは、例えばポリイミドから公知の方法によって形成され、各々、
液晶層４４と接し、配向膜４３Ｆ，４３Ｒには、法線方向Ｎから見て、互いに略直交する
方向にラビング処理が施されている（９０°ツイストラビング）。このようにラビング処
理が施された両配向膜により、液晶層４４が含む液晶分子を後述のようにねじれ配向させ
る。なお、配向膜４３Ｆ，４３Ｒに施される配向処理は、ラビング処理に限らず、光配向
処理、突起配向処理等の他の公知の処理によってもよい。
【００３９】



(8) JP 2019-28231 A 2019.2.21

10

20

30

40

50

　液晶層４４は、基板４１Ｆ及び基板４１Ｒを接合するためのシール材（図示せず）と両
基板とによって形成される密閉空間に液晶材が封入されることによって形成される。封入
される液晶材は、ＴＮ用のネマティック液晶である。液晶層４４の液晶分子は、配向膜４
３Ｆ，４３Ｒの配向規制力により、その長軸の向きが液晶層４４の基板４１Ｆの端部と基
板４１Ｒの端部とで９０°ねじれるとともに、一方の基板側から他方の基板側にいくにつ
れて少しずつ回転（旋回）するようにねじれて配向する（カイラル構造）。このようにし
て、電圧無印加時における液晶層４４は、カイラリティを有する。
【００４０】
　第３及び第４偏光板５０，６０は、一方の面側から入射した光を、吸収軸に直交する透
過軸に沿った直線偏光として他方の面側から射出する。第３偏光板５０は液晶セル４０の
表側に位置し、第４偏光板６０は液晶セル４０の裏側に位置する。第３及び第４偏光板５
０，６０は、図４（ｂ）に示すように、それぞれの透過軸５１と透過軸６１とが直交する
ように配置されている（直交ニコル配置）。特に、第３偏光板５０の透過軸５１は、液晶
パネル１００の第２偏光板３０の透過軸３１と略平行に設定されている。この設定により
、画像表示部２００の表示画像を表す光が、液晶パネル１００に第２偏光板３０から進入
可能となる。これにより、画像表示部２００の表示画像は、液晶パネル１００の透過状態
の制御窓Ｗを透かして視認可能となる。
【００４１】
　また、上記のように液晶表示パネルから構成される画像表示部２００は、その最良視角
方向が、液晶パネル１００とは異なるように設定されている。例えば、画像表示部２００
を構成する液晶表示パネルは、図５に示す視線Ｇの傾き角θが０°～５０°の範囲におけ
る、方位角φ＝９０°寄りの領域で、電圧が印加された領域（黒色）で階調反転が生じず
、コントラストが極端に低下しない（急激に黒つぶれが生じない）ように設定されている
。つまり、画像表示部２００を構成する液晶表示パネルは、表示面２０１を斜め上方から
見た場合の階調やコントラストが優れるように設定されている。なお、液晶パネル１００
と異なる方向であれば、画像表示部２００の最良視角方向は任意に設定できる。
【００４２】
　第２バックライト２１０は、画像表示部２００を裏側から照明するものであり、制御部
３００によって発光制御されるＬＥＤや、導光体等から構成されている。
【００４３】
　以上の構成からなるＴＮ型、且つ、ポジ表示型（ノーマリホワイトモード）の液晶表示
パネルからなる画像表示部２００は、次のように表示を行う。
【００４４】
　画像表示部２００において、アクティブ素子により液晶層４４に駆動電圧が印加されて
いる領域においては、液晶層４４の液晶分子は、電圧の印加方向に沿うように配向し、そ
のカイラリティが失われる。したがって、この領域においては、第２バックライト２１０
から出射され、第４偏光板６０を通過することによって直線偏光となった光は、液晶層４
４を通過してもその偏光方向がほぼ変化しない。すると、液晶層４４を通過した光は、第
４偏光板６０と直交ニコルの関係にある第３偏光板５０を通過できない。このようにして
、液晶表示パネルからなる画像表示部２００の背景領域は黒色に視認される。
　一方、駆動電圧が印加されていない領域の液晶層４４はカイラリティを有したままであ
る。したがって、この領域においては、第２バックライト２１０から出射され、第４偏光
板６０を通過することによって直線偏光となった光は、液晶層４４を通過するとそのカイ
ラリティにより約９０°偏光方向が傾く。すると、液晶層４４を通過した光は、第４偏光
板６０と直交ニコルの関係である第３偏光板５０を通過する。このようにして、液晶表示
パネルからなる画像表示部２００では、選択された画素の組合せによる画像が透過状態と
なり、当該画像が第２バックライト２１０からの光によって発光して表示される。
【００４５】
（制御部３００）
　制御部３００は、表示装置１の全体動作を制御するものであり、（ｉ）ＣＰＵ（Centra
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l Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、及びＲＡＭ（Random Access Memor
y）からなる主制御部や、（ｉｉ）液晶パネル１００、第１バックライト１１０、画像表
示部２００、及び第２バックライト２１０の各々を駆動するドライバなどを備えている。
また、制御部３００は、車両２のＥＣＵ（Electronic Control Unit）から取得した各種
の車両情報に応じて、液晶パネル１００や画像表示部２００の表示制御を行う。
【００４６】
　具体的には、制御部３００は、パッシブ駆動方式によって液晶パネル１００の第２電極
部１２２にオン又はオフ電圧を印加するとともに、第１バックライト１１０を発光させる
ことにより、セグメントＳの表示制御を行う。
　また、制御部３００は、パッシブ駆動方式によって液晶パネル１００の第１電極部１２
１にオン又はオフ電圧を印加することで、制御窓Ｗを透過状態と不透過状態とに切り替え
る切替制御を行う。また、制御部３００は、アクティブ駆動方式によって画像表示部２０
０を駆動するとともに、第２バックライト２１０を発光させることにより、表示面２０１
に表示する画像の表示制御を行う。特に、制御部３００は、画像表示部２００に画像を表
示する際には、第２バックライト２１０を発光させるとともに、液晶パネル１００の制御
窓Ｗを透過状態とする。これにより、視認者は、液晶パネル１００の制御窓Ｗを透かして
画像表示部２００の表示画像を視認することができる。
【００４７】
　なお、本発明は上記の実施形態及び図面によって限定されるものではない。上記の実施
形態及び図面に変更（構成要素の削除も含む）を加えることができるのはもちろんである
。
【００４８】
（１）以上に説明した表示装置１は、画像を表示面２０１に表示する画像表示部２００と
、画像表示部２００の前方に位置する垂直配向型の液晶パネル１００と、を備える。
　液晶パネル１００は、液晶層１４と、液晶層１４に電圧を印加するための透明電極１２
Ｆ，１２Ｒとを含む液晶セル１０（液晶素子の一例）と、液晶セル１０の前方に位置する
第１偏光板２０と、液晶セル１０と画像表示部２００との間に位置する第２偏光板３０と
、を備える。
　透明電極１２Ｆ，１２Ｒは、表示面２０１の法線方向Ｎにおいて表示面２０１と対向す
る対向領域Ａ１に位置する第１電極部１２１と、法線方向Ｎにおいて表示面２０１とは対
向しない非対向領域Ａ２に位置する第２電極部１２２と、を有する。
　液晶パネル１００の対向領域Ａ１の少なくとも一部（例えば、制御窓Ｗ）は、第１電極
部１２１への電圧の印加に応じて透過状態となり、表示面２０１に表示された画像を透か
して視認させ、液晶パネル１００は、非対向領域Ａ２において、第２電極部１２２への電
圧の印加に応じて表示要素（セグメントＳ）を表示する。
　液晶パネル１００の透過状態となる部分は、特定方向（例えば、図５に示すφが「０°
～４５°」及び「３１５°～０°」の範囲であって、θが３０°以上となる範囲における
視角方向）に出射する光の透過率を、特定方向とは異なる方向に出射する光の透過率より
も低下させる（より具体的に言えば、液晶パネル１００の透過状態となる部分は、法線方
向Ｎから特定方位に傾いて出射する光の透過率を、法線方向Ｎから特定方位以外の方位に
傾いて出射する光と、法線方向Ｎに沿って出射する光の透過率よりも低下させる）。
【００４９】
　このようにしたから、画像表示部２００の表示画像の特定方向における見栄えを制御す
ることができる。また、液晶パネル１００の非対向領域Ａ２における表示と、対向領域Ａ
１において制御窓Ｗを透かして視認可能な画像表示部２００の表示とを立体的に視認させ
ることができ、多様な表示が可能である。
【００５０】
　なお、以上の実施形態では、制御窓Ｗを規定する第１電極部１２１をベタ状に形成した
が、第１電極部１２１は、画像表示部２００の表示面２０１の少なくとも一部を透過可能
とする制御窓Ｗを形成することができれば、形状は任意である。また、表示装置１の平面
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形状は矩形状に限られず任意であり、正方形状、楕円状などであってもよい。また、以上
では、セグメントＳを画像表示部２００の左側に表示する例を示したが、表示面２０１と
の非対向領域Ａ２であれば、どのような場所に表示してもよい。例えば、セグメントＳを
画像表示部２００の右側に表示する態様としてもよいし、左右両側に表示する態様として
もよい。また、液晶パネル１００における非対向領域Ａ２において、セグメント型でなく
、パッシブマトリクス型での表示を実現することもできる。また、液晶パネル１００の非
対向領域Ａ２においては、位相差板などを設ける公知の手法で視角補償を行って、正面か
らの見栄えを向上させてもよい。
【００５１】
（２）具体的に、表示装置１は、画像表示部２００の表示制御と、液晶パネル１００の駆
動制御とを行う制御部３００を備え、制御部３００は、画像表示部２００に画像を表示す
る際に、第１電極部１２１に電圧を印加することで液晶パネル１００の対向領域Ａ１の少
なくとも一部（制御窓Ｗ）を透過状態とする。
【００５２】
　なお、以上の例では、画像表示部２００を液晶表示パネルで構成する例を示したが、画
像表示部２００を有機ＥＬ（Electro Luminescence）パネルで構成してもよい。この場合
、制御部３００は、有機ＥＬパネルに画像を表示する際に、第１電極部１２１に電圧を印
加することで制御窓Ｗを透過状態とすればよい。
【００５３】
（３）また、液晶パネル１００は、パッシブ駆動方式で駆動され、表示要素を透過表示す
るネガ表示型である。なお、前記のように、液晶パネル１００の非対向領域Ａ２における
表示態様は、セグメント型でなく、パッシブマトリクス型であってもよい。
【００５４】
（４）また、画像表示部２００は、画像を透過表示する液晶表示パネルであり、当該液晶
表示パネルの最良視角方向は、特定方向と異なる。
　この異なる方向は、例えば、図５に示す視線Ｇの傾き角θが０°～５０°の範囲におけ
る、方位角φ＝９０°寄りの領域などであり、画像表示部２００を斜め上方から見た場合
における視角方向である。なお、特定方向と異なる方向であれば、最良視角方向は任意に
設定してもよい。液晶表示パネルの最良視角方向は、表示の見栄えが最も良好な視角方向
であり、最良視角方向を設定する要素としては、階調、コントラスト、オン透過率、また
はそれ以外の視角依存性のある種々の要素が挙げられる。
　このようにしたから、画像表示部２００による表示画像の見栄えを保ちつつも、液晶パ
ネル１００の制御窓Ｗにおける視野角制御によって特定方向への表示画像の反射を抑える
ことができる。
【００５５】
（５）また、液晶表示パネルとしての画像表示部２００は、一対の偏光板（第３偏光板５
０及び第４偏光板６０）を備え、一対の偏光板のうち液晶パネル１００に近い偏光板の偏
光軸（第３偏光板５０の透過軸５１）と、第２偏光板３０の偏光軸（透過軸３１）とは略
平行である。
　なお、このような偏光軸の関係を保っている限りにおいては、画像表示部２００を構成
する液晶表示パネルの種類は任意である。例えば、画像表示部２００を構成する液晶表示
パネルは、ポジ表示型（ノーマリホワイトモード）に限られず、ネガ表示型（ノーマリブ
ラックモード）であってもよい。また、ＴＮ型でなく、ＶＡ型や、ＩＰＳ（In Plane Swi
tching）型であってもよい。また、画像表示部２００を構成する液晶表示パネルとしても
パッシブ駆動方式のものを採用することも可能である。
【００５６】
（６）また、表示装置１は、車両２に搭載され、特定方向は、画像表示部２００に対し、
車両２の右サイドウインドウ６が位置する方向である。
　このようにしたから、右サイドウインドウ６へ画像表示部２００の表示画像が反射して
映り込むことを抑制することができる。
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【００５７】
　なお、左側に運転席を有する車両２に表示装置１を搭載する場合は、前記の特定方向を
、画像表示部２００に対し、左サイドウインドウ５が位置する方向に設定すればよい。こ
うすれば、左サイドウインドウ５への表示画像の映り込みを抑制することができる。
　また、特定方向をどのように設定するかは、画像表示部２００の表示画像の映り込みを
抑制したい箇所に応じて任意であり、上下方向や、特定の斜め方向であってもよい。さら
には、表示装置１は、車両２に搭載されるものに限られず、他の乗り物に搭載されるもの
であってもよいし、乗り物に搭載されるものでなくともよい。
【００５８】
　なお、以上では、各光軸の説明において、直交、平行、４５°などとして説明したが、
完全に直交、完全に平行、丁度４５°である必要はない。略直交、略平行、略４５°であ
ればよい。ここで言う「略」とは、例えば、±５°程度のずれ幅は、条件（製造誤差など
の消極的な条件のみならず、光学補償のための積極的な条件も含む）に応じて任意である
。
【００５９】
　以上の説明では、本発明の理解を容易にするために公知の技術的事項の説明を適宜省略
した。
【符号の説明】
【００６０】
　　　１…表示装置
　１００…液晶パネル
　　１０…液晶セル
　　１１Ｆ，１１Ｒ…基板
　　１２Ｆ，１２Ｒ…透明電極、１２１…第１電極部、１２２…第２電極部
　　１３Ｆ，１３Ｒ…配向膜
　　１４…液晶層、１４Ａ…液晶分子、Ｄ…液晶ダイレクタ方向
　　２０…第１偏光板、２１…透過軸
　　３０…第２偏光板、３１…透過軸
　　　Ｗ…制御窓
　１１０…第１バックライト
　２００…画像表示部
　２０１…表示面、Ｎ…法線方向
　　４０…液晶セル
　　５０…第３偏光板、５１…透過軸
　　６０…第４偏光板、６１…透過軸
　２１０…第２バックライト
　３００…制御部
　　Ａ１…対向領域、Ａ２…非対向領域
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